
公的４病院の常勤医師数
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内科
外科
消化器内科
循環器内科
心臓血管外科
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精神科／精神神経科
歯科口腔外科
　　　  総　計
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４
病
院

合

　計

公的 4病院の 1日平均入院患者数の将来推計（入院料別）
（人）

本
的
な
原
因
で
あ
り
、
そ
の

解
決
に
は
抜
本
的
な
医
療
提

供
体
制
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
令
和
６
年
６
月

か
ら
開
催
し
た
最
適
化
検
討

会
議
で
は
、
今
後
、
舞
鶴
市

に
求
め
ら
れ
る
医
療
機
能
を

ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く

の
か
、
診
療
情
報
や
経
営
情

報
な
ど
の
デ
ー
タ
等
に
基
づ

く
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
人
口
動
態
と
医
療
需
要

　
舞
鶴
市
の
人
口
減
少
と
高

齢
化
は
今
後
も
急
速
に
進
む

と
予
測
さ
れ
、
25
年
後
の
令

和
32
年
に
は
高
齢
化
率
が
40

㌫
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。

そ
し
て
、
人
口
構
造
の
変
化

に
伴
い
、
医
療
需
要
や
疾
病

構
造
も
変
化
し
、
慢
性
疾
患

の
増
加
、
在
宅
医
療
の
需
要

増
加
な
ど
、
医
療
提
供
体
制

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。 

　
す
で
に
病
床
稼
働
率
も
低

　
令
和
5
年
度
に
設
置
し
た

「
持
続
可
能
な
地
域
医
療
を
考

え
る
会
」
で
は
、
人
材
不
足

や
救
急
医
療
体
制
な
ど
の
医

療
現
場
で
直
面
し
て
い
る
課

題
の
背
景
に
は
、
市
内
に
４

つ
の
公
的
病
院
が
あ
る
こ
と

で
、
医
療
人
材
を
含
め
た
医

療
資
源
が
分
散
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
根

迷
す
る
中
、
入
院
患
者
数
は

令
和
12
年
を
ピ
ー
ク
に
そ
の

後
は
減
少
に
転
じ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
お
り
、
今
後
減

少
が
見
込
ま
れ
る
医
療
需
要

に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制
を

整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
（
参
照
：
下
グ
ラ
フ
）。

医
師
の
状
況

　
全
国
的
に
見
る
と
、
舞
鶴

市
を
含
む
中
丹
医
療
圏
の
医

師
数
は
少
な
い
わ
け
で
は
な

く
、
診
療
科
に
よ
っ
て
は
近

隣
の
自
治
体
よ
り
医
師
数
は

充
実
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
舞
鶴
市
で
医

師
不
足
が
問
題
に
な
る
の
か
。

そ
れ
は
、
市
内
の
複
数
の
病

院
に
医
師
が
分
散
し
、
病
院

ご
と
で
見
る
と
医
師
が
不
足

す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
た

め
で
す
。

　
医
師
に
と
っ
て
は
、
指
導

医
を
は
じ
め
他
の
診
療
科
の

医
師
と
連
携
で
き
る
体
制
や
、

豊
富
な
症
例
数
が
あ
る
病
院

の
方
が
、
専
門
性
を
高
め
、

医
療
の
質
や
安
全
性
も
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
看
護
師
を
は
じ

め
と
す
る
他
の
医
療
従
事
者

に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
り
、

今
後
の
医
療
需
要
を
見
据
え

た
時
、
現
在
の
体
制
の
ま
ま

で
は
、
各
病
院
に
お
け
る
負

担
が
大
き
く
な
り
、
医
療
の

質
の
低
下
と
人
材
の
流
出
に

つ
な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

ま
す
（
参
照
：
左
表
）。

地
域
医
療
の
現
状
と
課
題

　
舞
鶴
市
に
は
、
舞
鶴
医
療
セ
ン

タ
ー
、
舞
鶴
共
済
病
院
、
舞
鶴
赤

十
字
病
院
、
市
立
舞
鶴
市
民
病
院

の
４
つ
の
病
院
（
以
下
、「
公
的

４
病
院
」）
が
あ
り
、
平
成
24
年

か
ら「
医
療
機
能
の
選
択
と
集
中
、

分
担
と
連
携
」
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
各
病
院
の
特
色
を
生
か
し
た

診
療
機
能
を
相
互
に
連
携
さ
せ
な

が
ら
「
あ
た
か
も
一
つ
の
総
合
病

院
」
と
し
て
、
医
療
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
舞
鶴
市
に
お
い
て
も

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
展

し
、
医
療
現
場
で
は
医
師
不
足
、

看
護
師
不
足
、
救
急
医
療
の
受
け

入
れ
体
制
、
さ
ら
に
は
厳
し
い
経

営
状
況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
５
年
に
新
た
に

就
任
し
た
鴨
田
市
長
が
舞
鶴
医
師

会
長
と
公
的
4
病
院
長
に
呼
び
か

け
「
持
続
可
能
な
地
域
医
療
を
考

え
る
会
」
を
、
令
和
6
年
度
か
ら

は
新
た
に
京
都
府
立
医
科
大
学
の

教
授
が
加
わ
り
「
舞
鶴
市
医
療
機

能
最
適
化
検
討
会
議
（
以
下
、「
最

適
化
検
討
会
議
」）
を
開
催
し
、

地
域
医
療
の
将
来
像
に
関
わ
る
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
持
続
可
能
な
医
療
提

供
体
制
の
実
現
に
向
け
た
令
和
６

年
度
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

                         《
地
域
医
療
課
》

次世代へとつなぐ
医療提供体制を目指して医師が分散しているため、

1つの病院でみると「医
師不足」の状態

…医師が分散している診療科

…各病院に集約されている診療科

…急性期
…回復期・慢性期

▲医療機能最適化検討会議
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